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ポルトガル人の日本研究者の機会
き か い

 

１． 問題意識
い し き

 

子供の時から、私は日本に興味があります。四、五歳から、アニメを見始めました。

そのアニメは「ドラゴンボール」や「セーラームーン」や「セイントセイヤ」などで

した。数年後
すうねんご

、日本人の有名な作家の本も読み始めました。その作家は村上春樹
むらかみはるき

と

川端康成
かわばたやすなり

でした。そして、ほかの作家のフィクション本 を読みました。たとえば、

「Memoirs of a Geisha」という本です。 

その作家の作風
さくふう

はとても違い、その物語は私にとってほかの世界を感じさせました。

この 新
あたら

しい世界
せ か い

は 私
わたし

のに全然似
ぜんぜんに

ていないと思
おも

いました。キャラクタ
き ゃ ら く た

ーが 逆 境
ぎゃっきょう

にあ

っても、静
しず

かと平然
へいぜん

たるなイメ
い め

ージ
じ

を伝
つた

えました。私の日常の社会の中で、性格
せいかく

の

葛藤
かっとう

がいっぱいあるし、アジアの世界の意見は、私にとって、すばらしくて、爽
さわ

やか

です。例えば、村上春樹の物語はいつも超現実主義的
ちょうげんじつしゅぎてき

な要素
よ う そ

があります。その要素は

西洋の作家の中でとても珍しいです。川端康成の物語は村上のより現実的なですが、

非常にひねりがあります。このひねりの細部
さ い ぶ

は全
まった

くもって他
た

の作品
さくひん

と違
ちが

いました。例

えば、川端の「死顔の出来事」という短編物語
たんぺんものがたり

で、内容は通過儀礼
つ う か ぎ れ い

の一部ですが、少

し変わった要素
よ う そ

が加えられているため、とても印象
いんしょう

に残
のこ

しました。読んだ後の気持ち

は不快
ふ か い

に感じられるが、西洋では普通ではない事柄
ことがら

だったので、面白く感じられまし

た。その結果、日本の文化と言葉に興味が出てきました。 

私は西洋の意見だけになれましたから、その物語とテレビ番組
ばんぐみ

は別のライフスタイ

ルと可能
か の う

な経験
けいけん

の目を見張
み は

る物でした。だから、こんなに異
こと

なるところと面白い点を

調
しら

べてみたかったです。そこで、こんな日本の超現実的
ちょうげんじつてき

な視点
し て ん

を西洋
せいよう

の唯物論
ゆいぶつろん

の社会

に伝えたかったのです。西洋
せいよう

と比較
ひ か く

すると、日本
に ほ ん

が哲学的視点
てつがくてきしてん

から生活
せいかつ

を見
み

ることと

より自然
し ぜ ん

に感謝
かんしゃ

しているという超現実的
ちょうげんじつてき

な視点
し て ん

を持
も

っているのです。 

私は日本とアジアのことについてもっともっと勉強したかったのですが、家族はあ

まり支持
し じ

しませんでした。だから、大学に入る時、もっとコンベンショナルな専門に

入学しなければいけませんでした。しかし、本来私はアジアに興味を持っていたので、

すぐ生物学の勉強にシフトすることができませんでした。そこで、新しい専門に入学

したかったのです。始めは、家族は私の生
い

物学
ものがく

専門からアジア研究専門への変更
へんこう

の

決定
けってい

を奨励
しょうれい

しませんでした。でも、だんだん、アジア研究の可能性
かのうせい

に気付
き づ

きました。 

私の国で、今仕事の機会があまりありません。世界は財政危機
ざ い せ い き き

にあるし、ポルトガ

ルの国債
こくさい

は多いし、失業
しつぎょう

は 上 昇
じょうしょう

しています。だから、たくさんポルトガル人は外国

に仕事の機会を探します。そのために、もっと外国語を勉強し、国際奨学金
こくさいしょうがくきん

を試
ため

そう
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としています。私の専門はアジア研究ですから、たぶん平均的
へいきんてき

なポルトガル人よりも

っと機会があります。でも、ポルトガルで アジアはまだ知られていないです。従
したが

っ

て、自分たちにはなにができるでしょうか。 

私は、将来、日本の研究者になりたいです。もっとポルトガルと日本の文化や歴史

においての関係
かんけい

について知りたいです。でも、今、この夢は少しファンタジーみたい

です。 

最近
さいきん

、外国語としてのポルトガル語を教えることが考えています。今、翻訳と通訳

のほか、それはアジア研究の新しい学生の一番ありそうな経歴と思います。 

 

２． ポルトガルと日本の関係
かんけい

 

現在
げんざい

、二年間半ぐらいアジアのことを勉強しています。始めに、アジアの言語だけ

勉強したかったのですが、思いもよらないところで東アジアの歴史に興味が出てきま

した。特に、大航海時代
だいこうかいじだい

のポルトガルと東アジアの国の関係についてもっと知りたい

です。私が考えることには、その古い歴史をもとに今の両国の関係は良くすることが

できます。ポルトガルと日本の関係の重要性
じゅうようせい

を見せるために、共通
きょうつう

の歴史と最近の

関係を纏
まと

めたいと思います。 

２．１．ポルトガルと日本の共通
きょうつう

の歴史
れ き し

（昔から）1 

1543 年ごろに、始めてのポルトガル人は種子島
たねがしま

に着きました。そして、黒船
くろふね

で長崎
ながさき

で南蛮
なんばん

貿易
ぼうえき

が始まりました。「黒船」はその時日本人が呼んでいた貿易船
ぼうえきせん

の名前です。

その後、フランシスコ・ザビエルが来ました。イエズス会司祭
かいしさい

でしたから、1549 年に

日本でキリスト教の福音伝道
ふくいんでんどう

のプロセスを始めました。そこで、色々な宣教師
せんきょうし

も日本

に来ました。宣教師のいる所はポルトガル人の業者もいるから、その所の経済はよく

になりました。だから、いくつかの大名は宣教師を歓迎
かんげい

しました。 

1565 年に、ルイス・フロイス司祭は福音伝道のリーダーになりました。ルイズ・フ

ロイスはとても大切なポルトガルと日本の関係の歴史の人です。彼はヨーロッパまで

                                                           
1 この点を使うために、次の本と記事をよみました： 

 Tavares, 2004.  

 Da Silva, 2010.  

 Varley, 2000.  

 Oliveira e Costa, 1999.  

 Loureiro,1990. 

 Oliveira e Costa, 1993.  
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日本の文化と社会についての報告
ほうこく

を送りました。しかも、織田信長と親密
しんみつ

な関係があ

りました。その時、「日本の歴史」と「ヨーロッパ文化と日本文化」という本を書き

ました。その本はとても特別な歴史の文書です。 

このほかの大切なポルトガル人の宣教師
せんきょうし

は João Rodrigues（ジョアン・ロドリゲス）

という司祭です。彼の日本語習得
しゅうとく

がとても早かったので、「通訳者ツズ」として知ら

れていました。そのおかげで、何度も豊臣秀吉の個人的な通訳者として働いたそうで

す。 

福音伝道のために、宣教師
せんきょうし

は宗教絵画
しゅうきょうかいが

をもたらしました。加
くわ

えて、 漆
うるし

の物をたく

さん作りました。たくさん日本人がキリスト教に興味を持ちました。すぐに、キリス

ト教は人気が出てきました。その時の美術
びじゅつ

が「南蛮美術」です。今、この物はとても

高くて貴重
きちょう

です。たとえば、南蛮屏風
なんばんびょうぶ

はとても有名です。その屏風には日本に南蛮人

の到着
とうちゃく

の実例
じつれい

があります。南蛮屏風の主な色は黒と金色です。 

日本に来るポルトガル人は宣教師だけではありませんでした。業者が日本の南の港

に色々なヨーロッパの物を持って着ていました。たとえばメガネとたばこです。その

中で、一番重要
いちばんじゅうよう

な物
もの

は鉄砲
てっぽう

です。その時に鉄砲は人気に出たので、日本の歴史に凄ま

じい影響を与えました。 

この時代には、日本に一人も統治者
とうちしゃ

がいませんでした。たくさんの大名
だいみょう

は領土
りょうど

を

制御
せいぎょ

しました。後で、１５６０年ごろから、織田信長
お だ の ぶ な が

は国の領土
りょうど

を統一
とういつ

しました。織

田信長の後、豊臣秀吉
とよとみひでよし

と徳川家康
とくがわいえやす

が統一を完成
かんせい

しました。 

この時に、宣教師は医学
い が く

のことも知っていました。全国
ぜんこく

で病院
びょういん

と「Misericórdias」

（慈悲
じ ひ

の家
いえ

）を設立
せつりつ

しました。だから、キリスト教は、国民
こくみん

にとって、もっともっと

大切なことになりました。だから、豊臣秀吉
とよとみひでよし

は怖
こわ

くなりました。よく対策
たいさく

を講
こう

じまし

たが、ぜんぶだめになりました。１６００年、関
せき

ｹ 原
がはら

の戦
たたか

いを開始しました。 豊臣

秀吉は敗北
はいぼく

させられました。１６０３年に、徳川幕府
とくがわばくふ

は始まっていきました。 

１６３７年に、島原
しまばら

の乱
らん

を開始しました。この反乱
はんらん

はキリスト教徒
きょうと

を整理
せ い り

しました。

それから、キリスト教は日本で廃止
は い し

されました、そしてすべてのヨーロッパの人が日

本を去
さ

りました。にもかかわらず、その時の結果は今も感
かん

じることができます。たと

えば、日本語で、たくさんポルトガル語の単語があります：「パン」や「たばこ」や

「キリスト」などです。それに、ポルトガルの料理も日本で採択
さいたく

されました。 

２．２．ポルトガルと日本の貿易と文化的関係（最近） 
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十六世紀
じゅうろくせいき

から今
いま

までポルトガル
ぽ る と が る

と日本
に ほ ん

の関係
かんけい

はだいたい保存
ほ ぞ ん

されています。

一番最近
いちばんさいきん

は今年
こ と し

の三月
さんがつ

ポルトガル
ぽ る と が る

の外務大臣
がいむだいじん

Paulo Portas の訪日
ほうにち

です。その訪問
ほうもん

一つ

取ると東京外国語大学のポルトガル語の授業をもっと支援
し え ん

をしてあげるという内容
ないよう

を

結びました。その上、両国はグリーンエネルギーの分野でパートナーシップを結
むす

びま

した。2 

政治についての話を続けると、強い政治の結束
けっそく

は一般的
いっぱんてき

な価値観
か ち か ん

（たとえば、平和
へ い わ

や繁栄
はんえい

や民主主義
みんしゅしゅぎ

の自由
じ ゆ う

など）の普及
ふきゅう

につながっていました。なぜなら、日本の政府

はポルトガルについての意見を変えました。470 年前からの旧識
きゅうしき

だけじゃない：今、

ポルトガルは日本の政治
せ い じ

や安全性
あんぜんせい

などについての問題の同盟国
どうめいこく

です。つまり、互恵
ご け い

の

関係です。3 

ポルトガルと欧州連合は経済危機
け い ざ い き き

があるし、ほかの世界の地域
ち い き

（特にアジア）で

機会
き か い

を探さなければいけません。しかも、2011 年の東日本大震災
ひがしにほんだいしんさい

は円高の問題の悪化
あ っ か

させました。その結果、輸出
ゆしゅつ

の減少
げんしょう

を引き起こしました、特に車会社で。これは日本

とポルトガルの最近の関係をやる気にさせたかもしれない。ポルトガルで日本からの

直接投資
ちょくせつとうし

は製造業
せいぞうぎょう

にされます、特に車会社、小売業
こうりぎょう

と卸売
おろしうり

です。また、共通
きょうつう

の主な

輸出物
ゆしゅつぶつ

（ポルトガルから日本まで）はワイン、コルク、装身具
そうしんぐ

、食
た

べ物
もの

、電機
で ん き

、 車
くるま

と

車両部品
しゃりょうぶひん

です。4 

でも、日本はとても閉鎖的
へいさてき

な業務市場
ぎょうむしじょう

です。だから、ポルトガルはもっとアグレッ

シブな戦略
せんりゃく

を採用
さいよう

するほうがいいです。そうすることによって、スペインやトルコの

ようなほかの競合他社から、ポルトガルのイメージを区別できます。その上、ポルト

ガルの日本の会社にとって、とても煩雑な問題は新しいスタッフ雇う時に、その社員

の専門的
せんもんてき

な訓練
くんれん

をの欠如
けつじょ

です。そのために、日本語を勉強しなければならないかもし

れません。5 

ポルトガルでの日本語を学ぶ学生の人数
にんずう

は 2003 年では 172 人、2011 年では 356 人

（主にリスボン新大学とアルマダ東洋学
とうようがく

センターとポルト大学の文学部）となってい

ます。また、ポルトガル語部がある日本の大学は東京外国語大学、大阪大学、京都外

国語大学、天理大学（奈良）と上智大学（東京）です。6 

                                                           
2東京のポルトガル大使館. 2013. 
3 Raposo, 2013. 
4 Ibid 
5 Ibid 
6 Ibid 
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ポルトガル人の観光客
かんこうきゃく

の欠如
けつじょ

の理由は日本でポルトガルのイメージが広がってい

ないためです。だが、最近のインタビューで、ポルトガルで日本の大使は「国と国の

関係は速く変わりませんですが、ポルトガルと日本は特別な旧縁
きゅうえん

がある・・・それは、

他の国より、利点
り て ん

だと思う」と言いました。7 

毎年、たくさんの日本文化のイベントがあります。そのイベントはほとんどアニメ

や漫画やコスプレやビデオゲームなどについてですが、オタク文化のことだけではあ

りません。コンベンションの中で、色々な文化のアクティビティがたくさんあります。

たとえば、おりがみと書道
しょどう

と武道
ぶ ど う

のワ
わ

ークショップ
く し ょ っ ぷ

も行われています。その上、日本

のファンにとって、それほど高くない和料理を食べてみる機会です。たとえば、焼き

鳥とそばとうどんとたこ焼きと様々な祭りの食べ物を食べれます。ポルトガルで和料

理のレストランで出されるのはほとんどすしとさしみとてんぷらです。加えて、その

ようなレストランの物価は少し高いです。 

日本ではポルトガル人アーティストの展覧会
てんらんかい

があります。たとえば、ジョアン・ペ

ドロ・ロドリゲスの「レトロスペクティヴ」という映画です。8 

毎年、両国の大使館は「Rodrigues, o Intérprete」という 賞
しょう

をポルトガルと日本

の文化に関連することで働く人に贈
おく

ります。9 

 

２．３．リスボン大学のアジア研究のシチュエーションについて 

リスボン大学での、アジア研究専攻はまだとても新しいです、六年未満
ろくねんみまん

それは、そ

の大学の文学部の歴史科の一部です。その科はとても小さくて、アジア研究の学生は

自分たちの専攻にそれほどまで注意を払っていません。だから、今、リスボン大学を

日本とポルトガルを繋
つな

ぐ機関として、考慮
こうりょ

することは難しい。 

しかし、アジア研究の学生は文学部の中でとてもよい学生の一つです。学部で、

最良
さいりょう

の平均点
へいきんてん

をもっているだけでなく、かれらは様々なアクティビティを促進
そくしん

するこ

とに献身
けんしん

的です。たとえば アジアの歴史と文化の 催
もよお

し物
もの

を計画
けいかく

したり大学とソーシ

ャルネットワークサービス（SNS）の中の機関のアクティビティを促進したりします。 

 

２．４．ポルトガルの中で、アジアと日本研究者のための機会がどこにありますか。 

実は、国にはたくさんアジア関連
かんれん

の機関
き か ん

があります。たとえば、Fundação Oriente 

（東亜設立 -とうあせつりつ）と Centro Científico e Cultural de Macau（マカオ文

                                                           
7 Soares, 2013.  
8東京のポルトガル大使館, 2013. 
9 Ibid. 
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化と科学センター）があります。この機関はよくアジア関連のアクティビティを作り

ます。そして、とても一流
いちりゅう

のセンターです。 

この機会のほかに、日本大使館もアクティビティを作ります。時々、奨学金を

提供
ていきょう

します。このように、アジア研究の学生は海外で勉強することができます。大使

館は文化のイベントも作ります。たとえば、毎夏リスボンでは日本の様式
ようしき

の祭りがあ

ります。その祭りはポルトガルと日本の友誼
ゆ う ぎ

の祝賀会
しゅくがかい

です。 

翻訳
ほんやく

と通訳
つうやく

は 職 業
しょくぎょう

を得
え

るための可能
か の う

な道です。今、ポルトガルでは公式
こうしき

のアジア

語の翻訳者がいないと思います。 

 

３． ポルトガルの人の調査
ちょうさ

 

 

３．１．調査の目的 

 

良い研究者になるのために、他の人にインタビューしました。なぜなら、ポルトガ

ルでアジア研究はまだごく最近に始まったので、データがあまりありません。だから、

別の人の意見と経験を調べなければならなかったのです。 

まず、知っている先生に聞いてみました。下記の先生たちは先生という職業だけで

はなく、研究者でもあります。先生たちの主な研究分野は中国ですが、日本について

の職務経験もあります。そして、級友にも連絡を取りました。なぜなら、級友は私の

意見に対して別の考えがあると思ったからです。その時に、卒業生にも参加してもら

いました。アジア研究科ではないほかの分野の意見も調べりたかったので、日本に住

んでいるポルトガル人も探しました。 

３．２．アジア研究者の証言
しょうげん

 

この研究者は私の専門の先生です。去年の十二月、最初の E－メールを送りました。

その時から、エクストラ説明の必要がある時、もっと E-メールを送りました。三回ぐ

らい連絡しました。 

A先生 

 

彼はたくさんアジアの言語
げ ん ご

を話せます。たとえば、中国語、日本語，インドネシア

語とアラビア語を話せます。彼は法学校
ほうがっこう

を卒業し、ヨーロッパ研究をしました。それ

から、アジア研究の分野
ぶ ん や

でいろいろな種類
しゅるい

のマスターを取りました。たとえば、アジ

ア歴史と日本の言葉と社会です。そのあとに、中国の歴史のドクターの 位
くらい

を取りまし

た。ですが、この功績
こうせき

はすべて外国で取りました。今、彼は Centro Científico e 

Cultural de Macau の研究者でありリスボン大学の文学部の先生でもあります。 



― 11 ―

課題研究 IIA – イネス・マルケス 
 

2013年 7月２４日 8 

 

ポルトガルでのアジア研究者の機会についての、彼の意見は以下（いか）のとおり

です。経済危機
け い ざ い き き

と人々の変わらなそうな意見のために、彼は今明確
めいかく

な考えを持つこと

が難しいといっています。しかし、興味深
ぶか

いのはアジアの国の成長
せいちょう

です。たとえば、

外交
がいこう

、翻訳，貿易
ぼうえき

、そして観光
かんこう

の分野ではおそらくアジア研究者が必要
ひつよう

とされるだろ

うと彼はいっています。 

A 先生からすると、すべての場合が異なっているから、研究のモチベーションは自

分の探求です。しかし、先生の経験は、知的な好奇心があるし旅行のことが好きだし、

言語に興味があるし、研究者になりたかったそうです。唯一の助言は仕事に喜びを持

っていることです。研究の中で、色々な道があります：現在のパスを開発できるある

いは、新しいパスを作ることもできます。 

 

コメント：この経歴
けいれき

は今のポルトガル人の大学生に実際には無理だと思います。海

外で勉強するのために、学生と学生に家族の財政投資
ざいせいとうし

は大きすぎるから。しかし、キ

ャリアのために、学生は国際奨学金
こくさいしょうがくきん

を探
さが

したほうがいいと思います。海外の機関はポ

ルトガルのよりたぶんもっと名声
めいせい

があるから。A 先生の最後の意見はだいたいつぎの

コーラ先生の似ていると思います。 

 

Elisabetta Colla（エリザベタ・コーラ）先生 

 

彼女は今 Centro Científico e Cultural de Macau の研究者でありリスボン大学の

文学部の先生でもあります。彼女はイタリア人ですので、彼女のキャリアについて教

えてくれませんでした。その代
か

わりに、私のレポートをよくするための、提案
ていあん

をして

くれました。 

１． なぜアジア研究を選んだのか。なぜ日本に焦点
しょうてん

を当
あ

てたのか。 

２． ポルトガルと日本の文化や歴史においての関係について書いてほうがいい。た

とえば、言葉の影響
えいきょう

など。 

３． ポルトガルでのアジア研究の長所
ちょうしょ

と短所
たんしょ

。日本での経験後、何を変えれるの

か。 

４． アジアからどのような仕事の機会を与
あた

えられるのか。たとえば、ポルトガルの

会社で日本人が働き、日本の会社でポルトガル人が働くなど。 

コーラ先生はアジアはそれが一つの世界であると言っています。その上、アジアの

国を研究する時、各々
おのおの

の国を別の物として考える必要
ひつよう

があります。経済の分野ではア

ジアの国々は魅力
みりょく

があります。ですが、これは自分の研究を始める一つの理由
り ゆ う

に過
す

ぎ

ません。好奇心を持つ重要性は進んでその国の文化と言語をしることです。つまり、
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アジアに深
ふか

い情熱
じょうねつ

を感じることです。これらの特性
とくせい

を持つことだけで、アジアや特に

その文化に近
ちか

づくことができます。彼女はリスボン大学の文学部がイベリア半島で唯

一生徒たちの情熱を育むところだと言っています。 

 

コメント：もっと自分のキャリアについて教えてくれなかったは残念でしたが、た

くさんレポートをよくするためのいいアイディアを教えてくれました。 

 

３．３．アジア研究専門学生の証言 

全部のアジア研究の学生に達するために、去年の十二月専門のフェイスブックペー

ジでお願いを投稿しました。だから、私の親友の意見だけじゃない、色々な学生の視

点を受け取ることができました。フェイスブックで二回連絡しました。 

この学生たちはリスボン大学の文学部のアジア研究専門の学生です。このレポート

のために、六人の学生が参加
さ ん か

しました：三人の一年生、二人の二年生と一人の三年生

です。 

この学生の主な興味は日本と中国です。幾
いく

つかアラビア語とペルシア語も勉強しま

す。まず、日本の興味はポップカルチャーから始めました。そして、だんだん、本当

の興味が出てきました。 

今、アジア研究の分野は多くの欠点
けってん

があります。たとえば、国際奨学金が提供
ていきょう

さ

れません。政府
せ い ふ

はもっとアジア研究の分野に投資
と う し

するべきです。また、ポルトガルで

はマスターの位を取ることができません。 

アジア研究の生徒
せ い と

は特定
とくてい

の先生を持つことがあまりできません。さらに、アジア研

究に費
つい

やす時間が多くある学生が少ないのです。なぜなら、その学生たちはほかの専

門の研究をしたかったからです。熱心
ねっしん

な学生が発展の機会や人々の考えを変えること

ができるとある学生は考えています。 

さらに、ポルトガルで職業を得るためには、ほかの専門、たとえば、コンピュータ

ーテクノロジーのようなものなどを学
まな

ぶほうがいいと述
の

べる学生もいます。 

アジア研究では言語を学ぶ機会がそれほど多くありません。三年生の人について、専

門を改善
かいぜん

するために、カリキュラムの中でアジア国で勉強の機会があるほうがいいで

す。一年生たちはいろいろな将来のアイディアがあります。たとえば、イギリスやド

イツなどでもっとアジアのことが勉強したいなど。すべての学生たちは翻訳のことは

一番有望
ゆうぼう

なキャリアだと思うそうです。そして、専門は中国に焦点を当てすぎている

同じ意見をもっています。 
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コメント：私にとって、一年生と二年生はリアリスティックな未来の予定がまだ出

てきません。その学生の考えはちょっとユートピアのようだと思います。しかし、三

年生はもっとリアリスティックな考えがあります。 

 

３．４．アジア研究専門の卒業生の証言 

卒業生はフェイスブックで私のお願いを見ましたが、とても直接なことですから、

パソナルメセージでメールアドレスを教えてくれて、後に私は E-メールを送りました。

最初の人は去年の十二月にメールを送ったり、もう一つのは今年の 4 月に送りました。

カジャールさんに三回連絡しましたが、ジョアンさんに一回だけでした。 

Kajal Gandá（カジャール・ガンダ） 

カジャールさんの一番好きなアジアの国はインドです。だから、ヒンディー語とイ

ンドの歴史を勉強しました。中国についてのクラスも受けました。ほかの勉強した言

葉はペルシア語とトルコ語です。 

マスターの位やドクターの位を取らず卒業しても何の仕事も得ることができません。

インターシップの応募
お う ぼ

をしても返事
へ ん じ

がひとつもありませんでした。なので、ほかの専

門を学ぶか外国に働きに行くかの選択
せんたく

しかありませんでした。 

 

コメント：たぶんこのアジアの地域で仕事を得るのはもっと難しいと思います。ポ

ルトガル人にとって、インドとペルシアは中国と日本よりもっと知られてないと思う。 

 

João Geada Santinho （ジョアン・ジェアダ・サンティニョウ） 

ジョアンさんはリスボン大学で日本語と中国語勉強しました。そして、その国の歴

史と文化のことも勉強しました。今、東京外国語大学の留学生です。彼は

「International Student Exchange Program」の一部であります。このプログラム

で日本語と国際通信
こくさいつうしん

を勉強しているし、JASSO から奨学金を受け取ります。彼はだん

だん日本語が上手になっていると言いました。しかも、その大学のポルトガル語部で

協 力
きょうりょく

しています。 

ジョアンさんにとって、日本で昔からの伝統
でんとう

はまだ生きているし、芸術
げいじゅつ

と

技術革新
ぎじゅつかくしん

が多いです。しかし、今、ポルトガルと日本の関係
かんけい

を良くするための、人材
じんざい

は少なすぎると思います。日本で、ポルトガル語の学習教材
がくしゅうきょうざい

はほとんど高いです。

そして、ポルトガルで日本語の学習教材はとても少なくて、いつも英語で書かれた教

科書を使わなければいけません。その上、文化と商業拠点
しょうぎょうきょてん

をもっと開発するほうが

いいと思います。 

ジョアンさんの意見は資格
し か く

のある先生があまりいないし、ポルトガル語で書いて学

習教材もあまりないから、ポルトガルでアジアの研究の開発はまだ遅いです。でも、
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今の学生は未来の専門医
せんもんい

です。つまり、勉強の後で、その人々は前述した二つ問題を

解決するかもしれません。そして、ヨーロッパのポルトガル語のネイティブ先生が少

ないですから、外国語としてのポルトガル語の先生になることがいいアイデアです。 

コメント：ジョアンさんの経験は私に似ていると思います。世界中のポルトガル語

の学生はブラジルのポルトガルごを学びます、ヨーロッパのポルトガル語の学生はと

ても少ない気がします。最近、ポルトガルと日本のビジネス関係は開発しているから、

ポルトガルで日本の会社（たとえば、トヨタやトウシバなど）の社員はヨーロッパの

ポルトガル語を学ぶほうがいいかもしれない。それに、彼が学習教材についてを述べ

たポイントは興味深いと思います。 

３．４．日本に住んでいるポルトガル人 

去年の終わりに、東京のポルトガル大使館にお願いしました。その結果、数ヶ月後、

次の人のメールアドレスをあげてくれました。今年の三月、私はその人と連絡してみ

ましたが、その人はとても忙しかったので、五月の終わりだけに返事をおくりました。

三回ぐらい連絡しました。 

Tiago Maurício （ティアゴ・マウリシウ） 

ティアゴさんはリスボンテクニカル大学で国際関係専門
こくさいかんけいせんもん

を取りました、専門化は

国際安全保障
こくさいあんぜんほしょう

です。専門を取る中で、ブラジリア大学で一学期勉強しました。その後、

ロンドン King’s College で戦争研究
せんそうけんきゅう

についてマスターを取りました。2011 年 4 月

から 2013 年三月まで、文部科学省
もんぶかがくしょう

の奨学金
しょうがくきん

をもらったから、京都大学で勉強しまし

た。今早稲田大学
わ せ だ だ い が く

で国際関係のマスターを始めました。その上、「Wikistrat」という

戦略地政学
せんりゃくちせいがく

の会社で働いています。 

自分の研究分野をもっと調
しら

べるのために、彼は世界で一番大きい討論
とうろん

があるのエリ

アに引
ひ

っ越
こ

することが決めました。ティアゴさんにとって、日本の公的サービスはべ

んりだし、生活になれやすいし、生活の質
しつ

と教育水準
きょういくすいじゅん

は高いし、日本を選
えら

びました。 

ティアゴさんの意見はアジア研究の分野は良くなりましたが、まだ制度
せ い ど

と構造上
こうぞうじょう

の問題があるということです。しかし、新しい貢献
こうけん

を受け入れると思います。言葉を

学ぶために、違う文化や宗教などを調査
ちょうさ

しなければいけません。 

彼の期待
き た い

はこの分野は早く開発します。歴史は研究に対してだけでなく、経済と政

治の関心を高めることに対しても重要性をもちます。それについて、新しい研究者と

投資家
と う し か

はとても特別の役割
やくわり

があります。 

人々は早くからアジアのことに興味があるのために、ポルトガルの中学校と高校で

もっとアジアのことを教えるほうがいいです。たとえば、ほかにインドとブラジル、
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マカオ、マラッカと長崎です。しかも、ポルトガルの政府
せ い ふ

は学問的生産性
がくもんてきせいさんせい

にインセン

ティブをとるために、アジアと接続
せつぞく

があるのポルトガルの会社を支援するほうがいい。 

コメント：ティアゴさんの証言
しょうげん

はアジア
あ じ あ

研究分野
けんきゅうぶんや

の外側
そとがわ

の視点
し て ん

です。でも、やは

り研究者
けんきゅうしゃ

と大学生
だいがくせい

の大体同
だいたいおな

じ問題
もんだい

を見
み

つけました。その中
なか

で、「早
はや

くからアジアのこ

とを勉強する」というアイディアは一番重要
いちばんじゅうよう

ですが、長期的
ちょうきてき

な計画
けいかく

だと思
おも

います。 

 
 

４．結論  

 

４．１．歴史の研究の重要性 

 

最後の数年間、私は言語から歴史に興味を変えました。なぜなら、私もあまりわか

りませんですが、一番大切な点は歴史はもっとダイナミックな分野だと思います。歴

史の中で、色々な研究の道がある、例えば、政治や宗教や文化などです。その道
みち

は

相互接続
そうごせつぞく

ができます。言語
げ ん ご

の研究
けんきゅう

も歴史
れ き し

の一部
い ち ぶ

である。だから、ダイナミズム
だ い な み ず む

がたく

さんあると思
おも

います。 

ポルトガルと日本は特別な関係があると思います。その関係は古いし、両国で大き

い影響を与えました。それも日本大使の意見です。しかし、両国で、その影響はまだ

あまり理解
り か い

されていないと思う。例えば、私は日本にいる間、「金平糖
こんぺいとう

」はポルトガ

ル語の言葉たということを知っている日本人を知りません。その上、ポルトガル人は

毎日使う「茶 – chá」は日本語と中国語の言葉だということも知りません。 

だから、両国の関係を良くするために、共通
きょうつう

の歴史を研究しなければならないと思い

ます。過去
か こ

を勉強するなら、現在を良く分かるかもしれません。そして、歴史の研究

は文化を伝播
で ん ぱ

する方法です。両国の文化を良く分かるながら、もっと強い関係を作る

と思います。 

私にとって、最近、ポルトガル人のアジアについての考え方はだんだん変わってい

ます。財政危機
ざ い せ い き き

を脱
だっ

するために、四・五年前から中国がポルトガルに投資
と う し

しています。

その結果、中国と他のアジアの国について報道機関
ほうどうきかん

に適切を出てきました。 

私の祖母はこの推移
す い い

の例です。アジア研究の勉強の始めに、祖母の意見は「どうし

てそんな専門？有用性
ゆうようせい

が全然ないよ！趣味だけだ」と言ったもとでした。でも、私と

祖母は特別な近縁
きんえん

があるので、話す時たくさんアジアについてのことを教えました。

だんだん、祖母には新しい視点が出てきましたから、今の意見は「あぁ、アジア研究

の選びはあなたの生活の最良のアイディアだ！おばあちゃんはうれしいだ！」と言い

ます。 
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４．２．日本研究者
にほんけんきゅうしゃ

の機会
き か い

 

 

今、ポルトガルで、アジア研究はあまり開発
かいはつ

されていません。まず、古
ふる

い世代
せ だ い

はア

ジアのことに興味がありません。だから、この研究分野
けんきゅうぶんや

で仕事があまりありません。

しかし、だんだん、アジアはもっと重要性
じゅうようせい

が出てきます。だから、一番主なエリアは

翻訳
ほんやく

と通訳
つうやく

です。これは学生と先生と私の意見です。でも、ほかのエリアがあります。

たとえば、歴史の研究や政治なども可能
か の う

なオプションだと思います。 

ポルトガルの 状 況
じょうきょう

はどんどん変わっていると思います。だから、人々の視点
し て ん

も変

わっています。しかし、ポルトガルでアジアの研究が他の分野の信頼性
しんらいせい

に達
たっ

するため

に、政府
せ い ふ

や教育
きょういく

システムなどアジアのことをだんだん浸透
しんとう

させるほうがいいと思いま

す。しかも、アジア研究とほかの研究分野を組み合わせるのもいいアイディアと思い

ます。 

とにかく、そんな推移
す い い

は即時
そ く じ

ではありません。構造変化
こうぞうへんか

を要
よう

するから、長期
ちょうき

かかる

かもしれません。しかし、その推移
す い い

が速
はや

く始
はじ

まれば始めるほど機会
き か い

はすぐに開発
かいはつ

され

ると思
おも

います。 

 

４．３．将来の研究者の生活 

 

このレポートを書くために、自分の分野について良く調べなければいけませんでし

た。その結果、インタビューを読んだ後、私の視点
し て ん

は広くなりました。特に、「将来

の私の社会的な役割
やくわり

はなんですか」ということについて考えていました。 

私の公的
こうてき

な経歴
けいれき

は日本とポルトガルの関係の歴史の研究者になることです。特に、

十六世紀
じゅうろくせいき

の日本
に ほ ん

にいした宣教師
せんきょうし

と戦国時代
せんごくじだい

の三人
さんにん

の日本
に ほ ん

統一者
とういつしゃ

（織田信長、豊臣秀吉

と徳川家康）の関係について研究したいです。なぜその時代を研究したいかというと、

私にとって、その時はとてもわくわくさせるものであり、今の関係を創りあげたもの

だからです。自分の「研究者性」を確立
かくりつ

した後で、私の知識
ち し き

を伝えたいです。 

オフィスの仕事と研究者に対していつも宿題があります。研究者の仕事は事務所
じ む し ょ

だ

けで止まりません：家でもっと調べなければいけません。また、研究者はほとんど教

師ですから、授業の準備もしなけらばならないです。その上、研究のために、授業を

教えられるし、会議を出席をできるし、色々な所に旅行をできるから、力動的
りきどうてき

な仕事

だと思います。忙しすぎる感じがあるかもしれないけど、知識と文化にかんすると、

とても実りがありそうです。A 先生とコーラ先生の経験はそんなイメージを伝えます。 
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もしこの構想
こうそう

が叶
か

わなかたら、外国人にポルトガル語を教えることは現実的な構想

だと思います。ですが、これは私の夢である研究者になることをあきらめたわけでは

ありません。なぜなら、ポルトガル語の先生になることは日本で働くことの一つの機

会だからです。これは私が日本の文化や歴史を知る一番の近道
ちかみち

だからです。これによ

って、研究者への道が開
ひら

けるからです。 

 

４．４．自分のこれからの予定 

 

国に帰った後、専門を終わらなければいけません。もう一年ぐらいリスボン大学の

文学部で勉強します。最終学年をしながら、文学部で日本語とポルトガル語の非公式

な会話クラブを設けるつもりです。うちの大学にポルトガル語を学ぶ日本人がいるか

ら、そのクラブの目的はその日本人をポルトガルの生活になれるためにサポートして

あげることと言語の練習することである。 

後で、マスターを取りたいです。どんなマスターかまだ分かりませんが、第二言語

をとしてポルトガル語を教えるのは一番尤もらしい選択と思います。ポルトガルでア

ジア研究のマスターもあるけど、そのマスターは私立大学にだけありますから、学費

は高すぎます。しかも、そのマスターの授業のよていは私の今の専門のをだいたい同

じだと思います。 

研究者になるために、たぶんもう一度外国で勉強しなければならい。でも、とりあ

ず、自分の国の機会を用いるつもりです。 
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